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積丹町を訪れる観光客の動向 １
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ウニ漁業の動向 2

磯焼け
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海の森づくり 漁業者団体が2009年から継続 3
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「ウニ殻」再利用の取組

・ウニのむき身生産で殻が残る

・殻は廃棄物(ゴミ)として処理している

・その量は年間、約100㌧(推定)

有効利用の検討

殻に含まれる栄養分(窒素・リン)が
海藻(コンブ)の肥料に使えるのではないか

平成27年度から漁業系廃棄物資源利活用推進事業を実施
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廃棄されていたウニ殻
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ウニ殻の肥料効果を養殖コンブで確認

右側 対照ロープ 3本分 13.kg/本
左側 施肥ロープ 3本分 48.3kg/本 3.7倍

施肥ロープ
対照ロープ

令和元年5月22日 令和2年6月2日

右側 対照ロープ 46.3kg/本
左側 施肥ロープ 59.7kg/本 1.3倍

施肥ロープ

2年続けてウニ殻に含まれる窒素・リン等の
栄養塩効果が実証された!

比較試験の結果

対照ロープ
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関係機関との事前協議 6
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7ウニ殻肥料の作成

粉砕したウニ殻

自然乾燥させたウニ殻を
スコップ等で粉砕する

天然ゴムを混合

水道水で希釈した天然ゴム
を混合する

成型乾燥固化

バケツ等の容器に入れて
成型後自然乾燥させる
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8海の森づくり～活動の成果～ ホソメコンブの森ができた
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9ウニ殻肥料の特徴

・原料は生物由来の天然素材であるウニ殻と天然ゴムだけ
海中で自然に分解・破壊され環境への負荷が無い

・ウニ殻肥料の作成に大型機材や人数を必要としない
安価で作成できる

・海中への設置は小型船で運搬し人手で投入が可能
設置経費が安価で簡単

・施肥事業を経済的かつ広域で実施が可能となる
革新的な省力化技術
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10藻場造成の経済効果

個数 全重量kg 生殖腺重量kg 生殖腺指数% 倍率

設置区 53 3.26 0.76 23.3 1.48

対照区 52 3.06 0.48 15.7 1.00

磯焼け漁場

B級品

造成藻場

極上品

・造成した藻場1.5haの経済効果を算出すると
食料供給 ウニ剝き身の年間生産量約444kg  年間約3,550万円の増加

水質浄化 下水道処理費用に換算すると年間で約3,400万円相当(水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン参考)

藻場造成の経済効果

ウニ生産効果

単位面積当たり

生 産 量 約1.5倍

生産金額 約2.5倍



とかち発 農林水産業から拓く「GX地方創生」シンポジウム ～「地域資源」×「GX・AI」による持続的な発展を目指して～

11

造成藻場

養殖コンブ

+

JブルークレジットⓇ 認証・発行(JBE)

認証量

令和５年度 6.4t-CO2

令和６年度 5.5t-CO2

令和7年度 申請中

クレジット販売のアピールポイント

・循環型藻場造成(積丹方式)

・漁業生産向上効果

・環境教育活動(海森学校)

・コンテスト受賞歴

・ブルーカーボン事業の継続・拡大

ブルーカーボン事業
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12ブルーカーボン支援企業

㈱積丹スピリット
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13エコツーリズム事業

SHAKOTAN海森学校
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14ウニ殻肥料製造販売事業

・ウニ殻集積、堆肥化、固形肥料製造、販売

・藻場造成事業効果検証、調査業務

・JブルークレジットⓇ申請業務(藻場の定量、CO２吸収量算定等)

㈱つぎきの森
【積丹町移住を目指し設立】

ウニ殻回収ボックス
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15製品開発事業
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16海業振興関連事業が目指す漁業・漁村の活性化
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循環型再生産のさらなる効果 

海藻食品開発

ウニ

藻場
養殖

ウニ殻

剥き身

栄養

循環型再生産

コンブ

安定生産供給

持続可能な漁業

新たな生産手段
養殖・肥育・蓄養

生態系保全

O2放出

産卵・成育場

農林業用施肥材
森林等からの有機物

河川
ブルーカーボン

CO2吸収

カーボンオフット
(CO2排出量取引)
JブルークレジットⓇ

仕様品ゼロエミッション
CO2排出量削減

ウニ殻肥料製造事業
(新規事業創設)
・殻集積システム
・製造プラント

㈱つぎきの森
㈱ミツウマ

基礎生産増大
生物多様性
種の保存

ネイチャーポジティブ

豊かな海づくり

地場産業の振興
観光業・飲食業・海業

海業関連推進事業

漁業・漁村の活性化モデル事業

SDGs

リジェネラティブ水産業
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北海道積丹町におけるブルーカーボン創出プロジェクト協議会

受 賞 歴

年度 名　     称 賞 主　催

① 令和2年 北海道マリンビジョン21コンテスト2019 優良賞 北海道マリンビジョン21促進期成会

② 令和3年 第26回 全国青年・女性漁業者交流大会 農林水産大臣賞 全国漁業協同組合連合会

③ 令和3年 令和2年度 浜の活力再生プラン 水産庁長官賞 水産庁

④ 令和4年 令和4年度 過疎地域持続的発展優良事例表彰 全国過疎地域連盟会長賞 総務省

⑤ 令和5年 北海道マリンビジョン21コンテスト2022 優良賞 北海道マリンビジョン21促進期成会

⑥ 令和6年 「わが村は美しく-北海道」運動 第11回コンクール 大賞 北海道開発局

⑦ 令和6年 第11回ディスカバー農山漁村の宝アワード 優秀賞・特別賞 農林水産省/内閣官房

⑧ 令和7年 第6回 ジャパン・サスティナブルシーフード・アワード
リーダーシップ部門

チャンピオン
ジャパン・サスティナブルシー
フード・アワード実行委員会

む ら
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19報道等実績 (各種コンテスト受賞等による)

全国から問い合わせ多数
これまで45の企業・団体に具体的な情報提供道新BIZ 北海道の海を考えるミライ会議

ディスカバー農山漁村の宝アワード

TVニュース  SNS動画 新聞 機関誌 業界誌
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ウニから始まるSDGs

 多様な生態系(豊かな海)を育み

 持続可能な漁業が確立します

 気候変動対策となります

漁業・漁村の活性化ビジネスモデルを構築します

地方創生の要

うにどん

ま と め


